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開会宣告（午前１０時０２分） 

──────────────────────────────────────────── 
◎開会宣告 

○議長（方川一郎君） ただいまから、平成２８年第２回本別町議会臨時会を開会します。 

──────────────────────────────────────────── 
◎開議宣告 

○議長（方川一郎君） これから、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（方川一郎君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、阿保静夫君、大住啓一君、及

び藤田直美君を指名します。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第２ 会期決定の件 

○議長（方川一郎君） 日程第２ 会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本臨時会の会期は、本日１日間にしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日１日間に決定いたしました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第３ 諸般の報告 

○議長（方川一郎君） 日程第３ 諸般の報告を行います 
 報告第４号専決処分報告。平成２８年度本別町一般会計補正予算（第１回）について、

報告を求めます。 
 大和田総務課長。 
○総務課長（大和田収君） 報告第４号専決処分報告。平成２８年度本別町一般会計補正

予算（第１回）について、地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分したので同

条第２項の規定により報告いたします。 
 予算書の１ページをお開きください。 
 歳入歳出予算補正。 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０万円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ６７億６,９６１万円とする内容であります。 
 ３ページ、４ページをお願いいたします。 
 歳入でありますが、１６款１項１目寄付金４節教育費寄付金１０万円の増額補正は、図



- 4 - 

書購入として、ＪＡ本別町女性部資源ゴミ回収ボランティア美助人様からの指定寄付金で

ございます。 
 次の歳出でありますが、１０款教育費４項社会教育費３目図書館費１８節備品購入費１

０万円の補正は、寄付者の意向により図書館用図書を購入するものであります。 
 以上、簡単ではありますが専決処分報告とさせていただきます。 
○議長（方川一郎君） これで報告済みといたします。 
 次に、監査委員から平成２８年２月分に関する例月出納検査結果報告書の提出がありま

した。その写しをお手元に配付しておきましたので、御了承を願います。 
 これで、諸般の報告を終わります。 
──────────────────────────────────────────── 

◎日程第４ 承認第３号 
○議長（方川一郎君） 日程第４ 承認第３号専決処分の承認を求める件（本別町税条例

等の一部改正）についてを議題とします。 
 本件について、報告を求めます。 
 千葉住民課長。 
○住民課長（千葉輝男君） 承認第３号専決処分の承認を求める件について御説明を申し

上げます。 

 本別町税条例等の一部を改正する条例について、地方自治法第１７９条第１項の規定に

よって、次のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定によりこれを報告し、承認を

求めるものでございます。 

はじめに、改正の概要について御説明いたします。 

今回の改正は、地方税法の改正を受けて行うもので、改正条文は３条建てとなっており

ます。 

 まず、第１条の本別町税条例の一部改正ですが、改正文４行目の第５６条の改正部分は、

固定資産の非課税の規定の適用を受けようとする者がすべき申告について規定したもので、

地方税法３４８条第２項第１６号に規定する固定資産が非課税の適用範囲に追加されたも

のです。追加された内容につきましては、療養施設、健康診断施設、リハビリテーション

施設、被災労働者に係る納骨堂の業務の用に供する固定資産で政令で定めるもの、括弧と

しまして、独立行政法人労働者健康安全機構が設置する医療関係者の養成所において直接

教育の用に供するものに限るとされております。 

 続きまして、８行目の第５９条の改正部分は、ただいま申し上げました非課税の適用を

受けていた固定資産のうち、固定資産の非課税の規定の適用を受けなくなった固定資産の

所有者の申告について規定したもので、先ほどの地方税法３４８条第２項第１６号に規定

する固定資産を条文の中に追加したものでございます。 

続きまして、９行目の附則第１０条の２第４項の改正部分は、固定資産税の課税標準に

関する読替え規定で、電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置
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法に基づく、再生可能エネルギー源を電気に変換する設備及びその附属設備のうち、太陽

光、風力、水力、地熱、バイオマス等で平成２８年４月１日から平成３０年３月３１日ま

での間に新たに取得されたものに対して課する課税標準は、当該設備に対して新たに固定

資産税が課せられることとなった年度から３年度分の固定資産税に限り軽減をする規定を

定めたもので、次の５項を追加するものです。 

５項は太陽光、６項は風力による設備で、これらについては課税標準を３分の２に、７

項は水力、８項は地熱、９項はバイオマスによる設備で、課税標準を２分の１とする規定

を追加したものでございます。 

その下の行、附則第１０条の３第８項第５号の改正部分は、平成２０年の税制改正にお

いて、家庭部門におけるＣО２排出抑制促進のため熱損失防止改修工事促進税制が創設さ

れ、平成３０年３月３１日までに省エネ改修工事を行った場合、工事が完了した年の翌年

度に限り、対象床面積１２０平方メートル相当分まで固定資産税を３分の１減額するもの

で、工事完了から３カ月以内に申告することとされております。今回の改正部分は、申告

に必要な添付書類のうち、改修工事に要した費用を証する書類に、地方税法施行令附則第

１２条第３６項に規定する補助金等を証する書類を加えたものでございます。 

 次に、第２条の本別町税条例等の一部を改正する条例の一部改正ですが、平成２７年に

議決をいただきました条例第１８号について、町たばこ税に関する経過措置について、こ

の度の地方税法の改正を受け、規定の整備を行ったものでございます。 

 次に、第３条の行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の一部改正で

すが、本附則の規定につきましては、新行政不服審査法の施行日である平成２８年４月１

日施行としておりますが、審査請求の時期による新法、旧法の適用区分が明示されていな

いことから、公示日をもって新法、旧法の適用区分を明確化したものでございます。 

 それでは、改正文の朗読により提案説明とさせていただきます。なお、括弧書きの朗読

は省略させていただきます。 

 本別町税条例等の一部を改正する条例。 

 本別町税条例の一部改正。 

 第１条、本別町税条例、昭和２９年条例第１６号の一部を次のように改正する。 

 第１８条の２第１項中「不服申し立て」を「審査請求」に改める。 

 第５６条中「又は第１２号の固定資産」を「若しくは第１２号の固定資産又は同項第１

６号の固定資産（独立行政法人労働者健康安全機構が設置する医療関係者の養成所におい

て直接教育の用に供するものに限る。）」に、「、独立行政法人労働者健康福祉機構」を「、

独立行政法人労働者健康安全機構」に改める。 

第５９条中「又は第１２号」を「、第１２号又は第１６号」に改める。 

 附則第１０条の２第４項中「附則第１５条第２項第６号」を「附則第１５条第２項第７

号」に改め、同条第５項を同条第１０項とし、第４項の次に次の５項を加える。 

 ５項、法附則第１５条第３３項第１号イに規定する設備について同号に規定する条例で
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定める割合は３分の２とする。 

 ６項、法附則第１５条第３３項第１号ロに規定する設備について同号に規定する条例で

定める割合は３分の２とする。 

 ７項、法附則第１５条第３３項第２号イに規定する設備について同号に規定する条例で

定める割合は２分の１とする。 

 ８項、法附則第１５条第３３項第２号ロに規定する設備について同号に規定する条例で

定める割合は２分の１とする。 

 ９項、法附則第１５条第３３項第２号ハに規定する設備について同号に規定する条例で

定める割合は２分の１とする。 

 附則第１０条の３第８項第５号中「費用」の次に「及び令附則第１２条第３６項に規定

する補助金等」を加える。 

 本別町税条例等の一部を改正する条例の一部改正。 

 第２条、本別町税条例等の一部を改正する条例（平成２７年条例第１８号）の一部を次

のように改正する。 

 附則第６条第３項の表第９８条第１項の項中「第３４号の２様式」を「施行規則第３４

号の２様式」に改め、「第１条の規定」を削り、同表第９８条第２項の項中「第３４号の２

の２様式」を「施行規則第３４号の２の２様式」に改め、同表第９８条第３項の項中「第

３４号の２の６様式」を「施行規則第３４号の２の６様式」に改め、同表第９８条第４項

の項中「第３４号の２様式」を「施行規則第３４号の２様式」に改め、同条第７項中「、

条例」を「、町税条例」に、「掲げる条例」を「掲げる同条例」に改め、同項の表第１９条

第３項の項中「第４８条第１項の申告書（法第３２１条の８第２２項及び第２３項の申告

書を除く。）、」を削り、「第９８条第１項」を「第８１条の６第１項の申告書、第９８条の

第１項」に改め、同条第１００条の２の項中「第１００条の２」を「第１００条の２第１

項」に改め、同条第１０項の表第７項の表以外の部分の項中「第４項」を「第４項の」に、

「第９項」を「第９項の」に、「から」を「同項から前項まで」に、「、第５項及び」を「同

項、第５項及び前項」に改め、同表第７項の表第１００条の２の項の項中「第１００条の

２」を「第１００条の２第１項」に改め、同条第１２項の表第７項の表以外の部分の項中

「第４項」を「第４項の」に、「第１１項」を「第１１項の」に、「から」を「同項から前

項まで」に、「、第５項及び」を「同項、第５項及び前項」に改め、同表第７項の表第１０

０条の２の項の項中「第１００条の２」を「第１００条の２第１項」に改め、同条第１４

項の表第７項の表以外の部分の項中「第４項」を「第４項の」に、「第１３項」を「第１３

項の」に、「から」を「同項から前項まで」に、「、第５項及び」を「同項、第５項及び前

項」に改め、同表第７項の表第１００条の２の項の項中「第１００条の２」を「第１００

条の２第１項」に改める。 

 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の一部改正。 

 第３条、行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理に関する条例（平成２８年条例第
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５号）の一部を次のように改正する。 

 附則第３項中「平成２８年度以降の年度分の固定資産税に係る固定資産について固定資

産課税台帳に登録された価格に係る審査の申出」を「平成２８年４月１日以後に地方税法

（昭和２５年法律第２２６号）第４１１条第２項の規定による公示若しくは同法第４１９

条第３項の規定による公示（同法第４２０条の更生に基づく納税通知書の交付がされた場

合には当該納税通知書の交付）又は同法第４１７条第１項後段の規定による通知（以下こ

の項において「公示等」という。）がされる場合」に、「平成２７年度までの固定資産税に

係る固定資産について固定資産課税台帳に登録された価格に係る審査の申出（申出期間の

初日が平成２８年４月１日以降である審査の申出を除く。）」を「同日前に公示等がされた

場合」に改める。 

 附則。 

 施行期日。 

 この条例は、平成２８年４月１日から施行する。ただし、第２条中本別町税条例等の一

部を改正する条例（平成２７年条例第１８号）附則第６条第７項の改正規定（「、条例」を

「、町税条例」に、「掲げる条例」を「掲げる同条例」）に改める部分及び同項の表第１９

条第３号の項中｢第４８条第１項の申告書（法第３２１条の８第２２項及び第２３項の申告

書を除く。）、｣を削る部分に限る。）は、平成２９年１月１日から施行する。 

 以上、本別町税条例等の一部を改正する条例の専決処分報告とさせていただきます。御

承認賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
 阿保静夫君。 
○１０番（阿保静夫君） 最初のほうの関係なんですが、１つは、独立行政法人労働者健

康安全機構に該当するものが本別町にあるのかどうなのかが、まず第１点です。 

 それからその後、個人が設置する太陽光等のいわゆるエコというか何と言うんですか、

そういう施設については固定資産税が軽減されるという中身だというふうに捉えましたけ

れども、本年の４月１日から施行するということですから、本年分の固定資産税の課税に

関わるのかなというふうに思うのですが、その辺の試算というか、あれば伺いたいという

ふうに思います。 

○議長（方川一郎君） 千葉住民課長。 

○住民課長（千葉輝男君） 最初の御質問ですけれども、固定資産の非課税の施設、本町

に該当あるかどうかということについては、これは該当ありません。 

 それと、次の御質問の再生可能エネルギーの関係ですけども、これは電気事業者が行う

もので、個人のものではありません。以上です。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） これで質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、承認第３号専決処分の承認を求める件（本別町税条例等の一部改正）につい

てを採決します。 
 お諮りします。 
 本案は報告のとおり承認することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、承認第３号専決処分の承認を求める件（本別町税条例等の一部改正）につ

いては、報告のとおり承認されました。 
──────────────────────────────────────────── 

◎日程第５ 議案第３８号 
○議長（方川一郎君） 日程第５ 議案第３８号本別町国民健康保険税条例の一部改正に

ついてを議題とします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 千葉住民課長。 
○住民課長（千葉輝男君） 議案第３８号本別町国民健康保険税条例等の一部改正につい

て、提案内容の御説明をさせていただきます。 

 今回の改正は、地方税法の改正を受けて行うもので、改正の１点目は国保税の限度額を

基礎分を５２万円から５４万円に、後期高齢者支援分を１７万円から１９万円に、それぞ

れ２万円引き上げるものでございます。 

 ２点目は、均等割、平等割の軽減判定所得の引き上げによる対象世帯の拡大です。 

５割軽減の判定所得については、現行が３３万円プラス被保険者一人につき２６万円を

加算した金額を超えない世帯としておりましたが、この２６万円の部分を２６万５千円と

し、５千円引き上げるものでございます。 

また、２割軽減の判定所得については、現行が３３万円プラス被保険者一人につき４７

万円を加算した金額を超えない世帯としておりましたが、この４７万円の部分を４８万円

とし、１万円引き上げるものでございます。 

 今回の改正による影響額につきましては、現行の課税分を置き換えての試算となります

けれども、基礎分につきましては現行の限度額到達世帯が１００世帯、このうち改正によ

りまして、改正による限度額到達世帯は９３世帯、５２万円超５４万円未満に増額する世

帯が７世帯で、１９３万８,７７２円の増。支援分では現行の限度額到達世帯が６３世帯で、

改正による限度額到達世帯は４６世帯、１７万円超１９万円未満世帯の世帯、これが１７

世帯で１０９万３,９６７円の増。介護分は影響なしとなっております。 
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 軽減判定所得の引き上げによる影響額は、５割軽減分が基礎分、後期高齢者支援分の均

等割、平等割合わせて４世帯で６万６,０００円、２割軽減分は介護分も含めまして１５世

帯で１２万５,０００円と試算しております。 

 それでは、改正文の朗読により提案説明とさせていただきます。なお、括弧書きの朗読

は省略させていただきます。 

 本別町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 
 本別町国民健康保険税条例（昭和３４年条例第６号）の一部を次のように改正する。 
 第２条第２項ただし書中「５２０,０００円」を「５４０,０００円」に改め、同条第３

項ただし書中「１７０,０００円」を「１９０,０００円」に改める。 

 第２１条第１項中「５２０,０００円」を「５４０,０００円」に、「１７０,０００円」

を「１９０,０００円」に改め、同項第２号中「２６０,０００円」を「２６５,０００円」

に改め、同項第３号中「４７０,０００円」を「４８０,０００円」に改める。 

 附則。 

 施行期日。 

 １、この条例は、公布の日から施行し、平成２８年４月１日から適用する。 

 適用区分。 

２、この条例による改正後の本別町国民健康保険税条例の規定は、平成２８年度以後の

年度分の国民健康保険税について適用し、平成２７年度分までの国民健康保険税について

は、なお従前の例による。 
 以上でございます。 
○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
 阿保静夫君。 
○１０番（阿保静夫君） 予算では税率改正を行わず進めるということで、これは国が最

高額等の改正を行ったことによるということの説明で、それはそれで納得はしましたけれ

ども、１つ確認したい部分が、ただいま説明いただいた、例えば１７万円の限度額を１９

万円に改めるということは、負担がふえるということなのでしょうか。先ほど、それぞれ

５割軽減とか２割軽減の金額を、それぞれ６万６,０００円とか１２万５,０００円という

ふうに言われてたと思うのですけれども、その金額は５割軽減の方がふえて、その影響額

がこの金額ですという意味なのかどうなのか、そこだけちょっと明確にしたいと思います。

お願いします。 

○議長（方川一郎君） 千葉住民課長。 

○住民課長（千葉輝男君） 軽減の分の話しですね。軽減の分は、今回判定所得を引き上

げたことによって、先ほど言った世帯数、金額がその分ふえる、つまり拡大されたという

ことになります。以上です。 

○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（方川一郎君） これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第３８号本別町国民健康保険税条例の一部改正についてを採決します。 
 お諮りします。 
 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第３８号本別町国民健康保険税条例の一部改正については、原案のと

おり可決されました。 
──────────────────────────────────────────── 

◎日程第６ 議員派遣の件 
○議長（方川一郎君） 日程第６ 議員派遣の件を議題とします。 
 お諮りします。 
 本件については、会議規則第１２９条の規定によって、お手元にお配りしました派遣内

容のとおり、議員を派遣したいと思います。 
 御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議員派遣の件は、お手元にお配りしました派遣内容のとおり、議員を派遣

することに決定いたしました。 
──────────────────────────────────────────── 

◎閉会宣告 

○議長（方川一郎君） これで、本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 平成２８年第２回本別町議会臨時会を閉会します。 

 御苦労さまでした。 

閉会宣告（午前１０時２９分） 
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